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　dual energy imagingは2つの異なっ
たX線エネルギーを使用する検査法であ
り，高速スイッチング方式や付加フィル
タ方式，2 層検出器方式，2 管球方式，
2回転方式など，さまざまな方法がある1）。
本稿では，当院で使用しているシーメンス
社製「SOMATOM Defi nition Flash」によ
る，2管球を用いたdual energy imaging
の小児例に対する応用について解説する。
　小児において，造影CTは腫瘤や外傷，
炎症，先天性疾患など，さまざまな分野
で有用である 2）。小児は放射線感受性が
高いため3），4），可能ならばX線を使用しな
い超音波やMRIなどだけで臨床的に必要
な画像情報を十分に得ることができるの
が好ましい。しかし，超音波は死角が多
く，クオリティが術者の経験に依存する
という問題があり，MRIは検査時間が長

く鎮静が必要となることが問題となる。造
影CTは空間・時間分解能が高い上に死
角がなく，客観性が高い点がほかの画像
検査モダリティより優れている。小児に対
しては無駄な被ばくを避けるため，むやみ
に単純CTを撮影したり，造影での多相
撮影を追加したりすることは控えるべきで
ある。しかし，小児は年齢や疾患ごとに
体格が異なるため，造影剤注入後の適切
な撮影タイミングがわかりにくい場合もあ
る。dual energy imagingを応用した技
術が持つ，これらの問題を解決しうる可
能性について解説をする。また，筆者は
経験上，詳細な血管の描出や造影効果の
評価が必要な小児の腫瘤性疾患が dual 
energy imagingの良い適応と考えている。
本稿では，小児腫瘤性疾患に対するdual 
energy imagingの応用について述べる。

Virtual monoenergetic 
imageの応用

　本項では，当院のdual source CTに
搭載されている“Monoenergetic Plus 

（Mono+，シーメンス社）”の画像再構
成アルゴリズムにより構築される，vir-
tual monoenergetic image（仮想単色
エネルギー画像）の有用性について解説
する。CTでは，一般的に成人では管電
圧120kVp（peak kilo electron volt）
で撮影されるが，小児では被ばくを低減
したり，造影効果を高めたりする目的で
80kVpなどの低い管電圧で撮影すること
が多い。これら管電圧で発生したX 線
は多色エネルギー（polyenergetic）であ
り，この X 線スペクトルは連続エネル
ギースペクトルと線スペクトルが重なっ
た幅を持つものである（図1 a）。kVpの

「p」は「ピーク」であり，単位の前の数
値が最大エネルギーであることを表して
いる。つまり，80kVpと言う場合は最
大エネルギーが80kVであるが，そのほ
かの低エネルギー成分も含まれることを
示している。virtual monoenergetic 
imageとは，1回のdual energyで撮影
した高管電圧画像と低管電圧画像から，
仮想の単色実効エネルギー（40 keV，
50keV，70keV，100keVなど）の画像
を任意に再構成する技術である（図1 b）。
可視光線の白色光から単色の光を取り
出すことになぞらえ，virtual monochro-
matic image （仮想単色X線画像）とも
呼ばれる5）。これらvirtual monoener-

〈0913-8919/18/￥300/ 論文 /JCOPY〉

120keV 120keV70keV40keV
a b

図1　Virtual monoenergetic imageの概要
a：  通常のX線CTは，連続エネルギースペクトルのX線を用いて画像が構築される。
b：  dual energy CTは，低管電圧画像，高管電圧画像から任意の実効エネルギー画像を作成できる。
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